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１．はじめに
　平成26年度、群馬大学教育学部は、バンドン日本人
学校、台北日本人学校においてインターンシップを開
始した。続いて平成27年度に釜山日本人学校、平成29
年度にハノイ日本人学校でのインターンシップに実施
協力校を拡大し、平成30年度までの５年間で、延べ33
名の学生を在外日本人学校におけるインターンシップ
に送り出した。インターンシップ参加にあたり、実施
時点において本学部での卒業要件である（例えば、小
学校および中学校の２校種の）教育実習を済ませ、単
位を取得している者をその対象としている。このイン
ターンシップは、国内外で進むグローバル化に対す
る教育学部生の意識や関心を高め、海外の教育現場で
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の実体験を通してグローバルな視点や多様な価値観を
身につけること、そして近年、急増する外国籍児童生
徒の対応においてインターンシップ経験をもとに、将
来の教員としての資質を高めることを目的としたもの
であった。学生の関心は年々高まり、今年度（2019年
度）は、バンドン、釜山、ハノイ、ヤンゴンの各日本
人学校において合計11名がインターンシップへの参加
を予定している。これらは、本学国際化推進基本計画
【参考資料４】にも少なからず貢献している。
　平成30年12月、文部科学省は、『在外教育施設にお
ける教育実習を可能とする制度改正』を行った【参考
資料１】。この制度改正により、学校教育法の第一条
に記載されている学校以外の在外教育機関、例えば海
外日本人学校においても、教員免許状取得のための教
育実習が可能になった。
　この制度改正の背景として次の３点が、あげられて
いる。
１）経済社会のグローバル化の進展
２）2020年からの新学習指導要領における小学校外国
語教育の早期化・教科化
３）増大する外国人児童生徒への対応等を踏まえた教
師自らのグローバル化（の意識、理解）の必要性
　また平成29年８月に文部科学省が「トビタテ！教師
プロジェクト」を立ち上げ、在外教育施設を活用した
教師の戦略的な人材育成を推進する中で、その派遣前
プロジェクトの一環として、教育実習先を日本人学校
とする制度の創設が企画された【参考資料２】。
　日本人学校等の在外教育施設で実習を行うことで次
のような利点が学生にあることが指摘されている。
・各都道府県から派遣された教師や現地採用教師との
交流により様々な教授法や教育情報、グローバルな
視点を学ぶことが可能
・イマージョン授業、日本語教育や日本式教育・日本
文化発信、ICTの積極的活用など特色ある教育や指
導法に触れることが可能
・在外教育施設には、海外での長期滞在や国際結婚家
庭などの児童生徒が多く、国内の外国籍児童生徒対
応に経験を活かすことが可能
・豊富な外国語活動や現地校との交流活動等により、
グローバルな視点や考え方を身に着けることが可能
　以上の文部科学省による制度改正や今後の実施に向
けた計画に対し、本学部インターンシップは、その先
鞭をつけた活動と見做すことが出来る。
　実際、今年度にはいり、文部科学省が、「国立教員
養成大学・学部、大学院、附属学校の改革に関する有
識者会議報告書」を踏まえ、国立の教員養成大学・学
部等から特色ある好事例や先進的な取組等事例をまと
めた中で、群馬大学教育学部の「海外日本人学校での
インターンシップ」の取り組みを、令和元年５月、特
色あるカリキュラム、養成環境の事例として、グッド
プラクティスに選出した【参考資料３】。
　外国籍の児童・生徒の多い群馬県【参考資料６】に
おいて、教職に就く上で海外で暮らしている日本の子
どもたちと交流をもった経験はインターンシップ経験
者にとって大きな財産となっている。
　本稿では、平成30年度にインターンシップに参加し
た学生の中から、在籍中の３名の実践の記録を記載す
る。ハノイ日本人学校インターンシップを狩野未来、
釜山日本人学校インターンシップを藤本旺輝、バンド
ン日本人学校インターンシップを板倉菜美子が、原
稿を担当した。前年度の参加時、狩野未来は修士課
程美術専修１年生、藤本旺輝は数学専攻４年生、板倉
菜美子は家政専攻３年生であった。３名には日本人学
校におけるインターンシップに焦点を当てて記述して
もらったことから、他の活動の詳細は、最小限にとど
まっている。共著者の青木悠樹、新井淑弘、前田亜紀
子は、それぞれハノイ、釜山、バンドン日本人学校へ
の引率教員としてインターンシップの準備段階から、
事前指導、渡航、授業実践、報告会等、一連の研修や
活動に関し、指導を行った。伊藤隆は、学部国際交流
委員長としてインターンシップの全体の統括を行った。
　このインターンシップは、群馬大学の協定校である
インドネシア教育大学、ハノイ教育大学、釜山大学お
よびその附属学校、現地校での活動も含むJASSOプ
ログラム「東アジア教育大学海外研修プログラム」の
一環として実施している。
　これらの実践を踏まえ、稿の終わりに現状の把握と
今後の方向性を考察し、在外教育施設における教師教
育に関連する提案を行う。
２．ハノイ日本人学校におけるインターンシップ
（平成31年１月14日（月）～１月25日（金）） 狩野未来
（１）事前指導
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　ハノイ日本人学校におけるインターンシップ派遣決
定通知をいただいた、６月中旬から１月中旬の出国ま
での期間に（ａ）～（ｄ）の４回に渡り、事前指導が
行われた。
　伊藤隆教授、青木悠樹准教授にご担当いただいた。
（ａ）平成30年７月20日
　　　ハノイ派遣学生３名・先生方との打ち合わせ①
（ｂ）平成30年９月６日
　　　ハノイ派遣学生３名・先生方との打ち合わせ②
（ｃ）平成30年12月５日
　　　留学希望者オリエンテーション
（ｄ）平成30年12月11日
　　　ハノイ派遣学生３名・先生方との打ち合わせ③
　（ａ）、（ｂ）、（ｄ）は顔合わせや昨年度の様子や現
地の様子についての説明、飛行機やホテルの予約、現
地での行動スケジュールの確認が中心となった。（ｃ）
は出国準備と現地での過ごし方や緊急時の対応などに
関する指導であった。
（２）事前準備
　出国に伴う準備として、クレジットカード作成後に
ホテルや飛行機の予約を行い、持ち物は前年度参加者
のお話や（ｃ）の内容を踏まえた上で準備を行った。
また、（ｃ）のオリエンテーションの中で推奨されて
いた外務省安全情報配信サービス「たびレジ」への登
録を行った。インターンシップ期間はサッカーアジア
カップの開催期間と重なり、滞在国ベトナムと日本と
の試合が行われることになった。その際、「たびレジ」
から早めの帰宅を促す連絡があったため、身の安全を
守る行動がとれた。
　日本人学校における授業準備については、ハノイ日
本人学校学校長へのご挨拶のご連絡ののち、教務主任
の先生と連絡を重ねる中で確認を行った。ハノイ日本
人学校インターンシップには３名の学生が参加した
が、配属学年があらかじめ決定されている学生、希望
を聞かれる学生、配属は特にない学生など、状況は異
なっていた。事前に授業の単元を指定された学生につ
いては教材準備を行った。
（３）インターンシップでの活動
　インターンシップに参加した学生は、専門科目のみ
ならず様々な先生の授業を参観させていただいたり、
配属学年を中心にＴ２として授業に入らせていただい
たりした。また、４～６時間ほど授業の時間をもたせ
ていただき、授業を行った。各学生の配属学年と授業
時間数は以下のとおりである。
・国語専攻学生　　（小学部５年配属）　国語４時間　
道徳２時間　計６時間
・家庭科専攻学生　（中学部１年配属）家庭科４時間　
道徳１時間　計５時間
・美術専攻学生　　（配属なし）　図画工作科４時間　
　　　　　　計４時間
　２週間の日本人学校におけるインターンシップでの
主な活動内容は、次の表のとおりである。
（４）報告会
　帰国から１週間後に、報告会を行った。ハノイ日本
人学校、釜山日本人学校、バンドン日本人学校の各日
本人学校の様子を共有する中で、各自が経験してきた
内容について考えを深め、また新たな発見を得たりす
ることができる充実した時間となった。しかし、イン
ターンシップに参加していない学生には足を運んでも
らうことができなかった。インターンシップでの充実
した学び・学びの機会をより多くの学生へと発信でき
る場にできなかったことは心残りである。情報共有の
場だけではなく、情報発信の場としての事後報告にで
きたら嬉しい。
表１．ハノイ日本人学校における時間割表
36 伊藤　隆・新井淑弘・前田亜紀子・青木悠樹・狩野未来・藤本旺輝・板倉菜美子
（５）インターンシップを通じ得られたこと
　日本人学校での子どもたちとの出会いや先生方との
出会い、ベトナムでの生活を通して新たな考え方や興
味を持つことができるようになった。
　日本人学校の子どもたちは学校生活の中で多くの
「節目」を経験していた。学校生活では入学・進級・
卒業といった、今までの環境が変化し新たな環境が始
まる節目を何度か繰り返す。日本人学校の子どもたち
はそれに加え「転校」という節目を何度も乗り越えて
いることが多かった。インターンシップ期間中にも
日本からベトナムへの転校、ベトナムから日本への転
校、他国の日本人学校への転校をしていく子どもたち
がいた。その度に訪れる仲間との別れや出会い、新た
な環境での生活と向き合う子どもたちの姿に力強さを
覚えた。日本人学校での子どもたちとの出会いは、環
境の変化や新たな環境の始まりに向き合うことの勇気
の源となっている。
　日本人学校での先生方との出会いは、教員人生の
様々な生き方との出会いであった。日本でも活躍され
力のある先生方や、日本人学校で働く若手の先生方、
日本で定年退職を迎えた後に海外で教員としての人生
を送る先生方など、非常に幅広い教員としての生き方
があることを知った。これから始まる教員という職業
と歩む人生の中で私はどのような挑戦をすることがで
きるか、という自身の新たな可能性を考えることがで
きるようになった。先生方の姿を胸に、これから迎え
る教員人生の中で様々なことに挑んでいきたい。
　また、二週間という期間をベトナムで生活した経験
は、筆者に新たな視点を生んだ。ベトナムでの二週間
の生活で、文化の違いに触れたり言語的マイノリティ
となったりして様々な不安や戸惑いを抱いた。しか
し、その経験自体が、実は日本で生活している「外国
とつながりのある子どもたち」が抱える境遇・感情と
重なっているのではないかという自身の視点の広がり
を生んだ。そこから、そのような子どもたちが抱える
言語の障壁を少なくする学習教材「リライト教材」に
関心を持ち、自身の経験がそこでも活かせると感じて
いる。群馬県は外国とつながりのある子どもたちが多
いことが特徴でもあるので、インターンシップでの出
会いやベトナムで生活した経験を、これから教育現場
で出会う様々な子どもたちに還元していきたい。
（６）日本人学校以外の現地大学や現地校での活動
　ハノイ教育大学への訪問の際、教員養成課程の授業
に参加させていただくことができた。母国語の授業で
は、ベトナム語を教えていく上で最も重要なことは語
彙と文となっており、日本の国語科教育よりも文法的
な面に力を入れているということが分かり、国による
教育の違いの一部分を垣間見ることができた。
　特別支援教育の授業に参加させていただいた際に
は、学生との交流の時間を設けていただき、日本の伝
統芸能である詩吟を披露することができた。ハノイ教
育大学の皆さんがベトナムの民謡を歌ってくださり、
音楽を基にした文化的交流をすることができた。
 （狩野未来）
３．釜山日本人学校におけるインターンシップ
（平成31年１月14日（月）～１月23日（水）） 藤本旺輝
（１）事前指導
　10月中旬から新井淑弘教授にご担当いただいた。主
な内容は①実習期間②パスポートの有無③宿泊場所④
韓国にビザは必要か、などの確認であった。その後、
日本人学校の校長先生のメールアドレスを教えていた
だき、その後の業務連絡を行った。
（２）事前準備
　まず、パスポートの申請をした。次に、宿泊場所と
釜山日本人学校の位置関係の確認、釜山市内の交通手
段（地下鉄、バス等）について調べた。
　荷物は、スーツやジャージ等の衣服、シャンプーや
ボディソープも持参した。結果的に今回滞在したゲス
トハウスにはそれらの風呂用具は備え付けられていな
写真１．ハノイ日本人学校における授業風景
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かったので、持参してよかった。
　クレジットカードは念のため２、３枚用意しておい
てもいい。万が一として、キャッシングができるカー
ドを１枚持っておくと、金銭面の不安が軽減される。
スマートフォン、タブレット等の通信端末の海外での
使い方は、必ず事前に確認しておく。何も知らないで
行ってしまうと、高額な通信料を請求されてしまう可
能性があるので、注意が必要である。釜山市内はデ
パートや飲食店などにWi-Fiが設置されているので、
インターネットを使う際でも想像以上の不便は感じな
いと思われる。しかし、Wi-Fi携帯ルーターを持って
おくと、場所に縛られずにインターネット環境を使う
ことができるので便利である。
　現地で授業をする学年が分かっていたので、その学
年の教科書などは持っておくといい。日本人学校の方
でも使っている教科書は貸していただける。
（３）日本人学校での実際のインターンシップ
　釜山日本人学校は、全校生徒37人、先生８人の小規
模な学校である（2019年１月現在）。
　小１組、小２組、小３組、小４組、小５・６組、中
１組、中２・３組の７クラスから構成されており、教
頭先生が小５組の担任、校長先生が社会の授業を行う
など、学校全体で授業等をしていた。
　まず、一日のタイムスケジュールについて紹介する。
７：30　出勤
８：00　職員会議→スクールバスお迎え
８：20　朝の会（連絡事項など伝える）
８：40　午前授業開始（１～４時間目、２時間目と３
時間目の間に中休み）
12：30　昼食・昼休み・掃除
13：45　午後授業開始（５・６時間目）
15：35　放課後
15：50　全体で帰りの会→スクールバス見送り
16：00　授業準備等
17：00　退勤
　インターンシップ期間中を通して、平日はほぼこの
スケジュール通りの生活だった。私は、放課後の時間
で次の日の授業計画をして、出勤～職員会議の時間に
必要なプリント等を印刷するという流れをとっていた。
　次に、インターンシップでの活動内容について述べ
る。以下は、私のインターンシップ期間中の時間割表
である。
　所属は小学校３年生の学級になった。もう一人の参
加者の中村英樹君は、小学校４年生の学級担当だっ
た。２人とも、一日に平均２～３個ほどの授業を受け
持った。私が小学校３年生、４年生を担当し、中村君
が小５・６組、中１組の授業を担当した。
　授業は、指導案は作成せず、担当の先生におおよそ
の計画を提出し、授業後に振り返りを行うという形
だった。TTに関しては、グループに分かれた際の音
読指導や、理科の実験補助等を行った。
　休み時間や空き時間を利用して、児童の連絡帳や宿
題をチェックする仕事も行った。中休みと昼休みは、
校庭と体育館（校舎の最上階）が解放され、児童生徒
と共に汗を流して体を動かした。
　最終日の道徳では、中学２年生に向けて「受験と高
校生活について」の話をさせていただいた。生徒たち
が真剣に話を聞いてくれたので、私も嬉しく感じ、教
師への思いが強くなった。
　その後、放課後には我々二人を送る会を開いていた
だいた。最後のもみくちゃにされながらの写真撮影は
とても心に残るものになった。
（橙：授業　緑：授業TT　桃：授業観察　青：授業準備）
表２．釜山日本人学校における時間割表
写真２．釜山日本人学校におけるお別れ会
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（４）事後報告
　インターンシップ終了後、報告書を大学に提出し
た。また、その後インドネシア、ベトナムでのイン
ターン実習生と共に、学内での海外インターンシップ
報告会を実施した。
　私は専攻科に進学したため、次年度初めに開かれた
３・４年生向けの海外インターンシップ説明会におい
て、釜山日本人学校のインターンシップの説明を行っ
た。
（５）インターンシップを通じ得られたこと
　私は、海外への渡航自体が初めてだったので、イン
ターンシップ実施前は、楽しみはあったが、どちらか
と言うと不安の方が大きい状態だった。しかし、釜山
日本人学校の先生方に優しく迎え入れていただき、
とても安心した気持ちで実習を行うことができた。ま
た、大学での教育実習とは違い、授業の構成や進め方
をほとんど任せていただいた状態だったので、より実
際の学校における授業の仕方に近い形で実践すること
ができた。この経験は、海外インターンシップで授業
をやることでしか得られない経験であると思う。ま
た、日本の通常の学級とは異なり、日本人学校は少人
数の学級が多いため、個別指導の重要なポイントも学
ぶことができた。
　このインターンシップを通じて得られたことは「行
動することの大切さ」である。海外への渡航を躊躇し
ていたら、この経験はできなかった。授業も完璧な形
という訳ではなかったが、自分なりに教材や展開を工
夫して構成することで、子供たちに喜んでもらえるよ
うな授業をすることができた。全て、自分からやって
みたからこその結果であると思う。
　今の私は、群馬大学の特別支援教育特別専攻科で、
障害のある子供たちへの教育を学んでいる。特別支援
教育について本格的に学ぶことは初めてなので、右も
左もわからない状況も出てくる。しかし、インターン
シップで学んだ「行動すること」を思い出して、常に
挑戦する心を忘れずに学んでいきたい。また、特別支
援教育の場は、日本人学校と同じく少人数で行われる
ことがほとんどである。海外で授業をした経験のある
教師は珍しいと思うので、その貴重な経験を子どもた
ちに還元して、深い学びを実現できるようにしたい。
 （藤本旺輝）
４．バンドン日本人学校におけるインターンシップ
（平成31年１月14日（月）～１月25日（金））板倉菜美子
（１）事前指導
　事前研修を４回、伊藤隆教授、前田亜紀子准教授に
ご担当いただいた。出発３か月前の研修では、インド
ネシアという国の基礎を学んだ後、訪問するインドネ
シア教育大学およびバンドン日本人学校と群馬大学教
育学部との背景を学んだ。これにより、研修の目的を
明確にした。また出発１か月前には、インターンシッ
プ中の授業実践計画と旅程の確認を行った。さらに来
日していたインドネシア教育大学の先生方とお会い
し、現地で交流を行う日の内容を相談した。出発直前
には持ち物の確認のほか、現地で意思疎通を図るため
のインドネシア語を学んだ。
（２）インターンシップ
　インターンシップは2019年１月14日から25日に行っ
た。
　７時半に出勤し、７時45分からの職員会議に参加し
た後、子どもたちと朝の会を行った。毎日、朝の会後
に全校児童・生徒での長縄跳びが行われた。８時10分
から１校時が行われた。小学部は45分、中学部は50分
で授業が行われ、休み時間で調整を行うことによって
授業の始まりをそろえていた。11時50分に４校時が
終了すると昼食をとった。昼食は曜日によって学年毎
や委員会毎、全体など形態が異なった。昼食後は昼休
みを取り、５校時は12時55分から行っていた。小学部
は６校時（14時35分）まで、中学部は７校時（15時30
分）まで学習をしていた。放課後は火曜日に放課後ス
ポーツクラブ、月曜日と金曜日に放課後学習が行われ
ていた。放課後スポーツクラブは日本の部活動にあた
るような活動が行われており、インターンシップ中は
バスケットボールをテーマに活動していた。放課後学
習は、日本語や漢字を個人の理解状況に合わせて学習
する時間として活用されていた。漢字は漢検の受検に
向けて学習を進めていた。また日本語学習として読書
をする日や、ことわざ・慣用句を学ぶ日も設けられて
いた。
　インターンシップ開始から３日間は、主に先生方の
授業を参観させていただいた。実地指導は小学３年生
算数１時間、小学４年生国語３時間、小５社会科３時
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間、小学５年生家庭科２時間の合計９時間行った。
　朝の朝礼は２週間全日参加し、毎日長縄跳びを行っ
た。学年を混ぜて行うことで児童・生徒の学年を超え
た交流ができる機会になっていたように感じる。
　インターンシップ中に現地校（Setiabudhi校）との
交流も行った。日本の文化に触れてもらうことを目的
とし、茶道、書道、折り紙の体験を行った。
（３）事後報告
　事後報告会は帰国後の２月６日に実施した。本イン
ターンシップの概要と授業を通して感じたこと、今後
につなげていきたいことをまとめて報告した。
（４）インターンシップを通して得られたこと
　インターンシップで印象に残っているのは、授業実
践だ。私は小学４年生に向けて、国語の詩の授業を
行った。このクラスには前年度までインドネシアの現
地校に通っていた児童が在籍しており、日本語を分か
りやすく的確に話すことが求められていた。１時間目
は、話しながら伝わりやすい言葉を探したが、うま
くいかなかった。そのため２時間目からは事前に話を
練習して、伝わりやすい言葉を厳選して使うようにし
た。さらに時間を細かく区切り、黒板を活用するなど
して時間を視覚化したところ、子どもたちも意識しや
すかったようで、授業をスムーズに進めることができ
た。このことから、授業で使用する言葉は、分かりや
すく的確に自分の中でまとめておく必要があることを
学んだ。
　また小学５年生の家庭科では授業を行う対象の子ど
もたちに一番身に付けてほしい力は何か、を考えるこ
との重要性を学んだ。身の回りの物を片付ける単元を
扱ったが、ここで身に付ける内容としての力に加え
て、本人たちが主体的に考えて行動に移す、という部
分を重視して授業を構成した。日本の学級に比べて人
数が少なく、ひとりひとりと向き合うという意識を強
く持つことができたことが、この気づきにつながった
ように思っている。
　同じ実習生の授業を参観する中で、言葉の壁の乗り
越え方を学んだ。日本人学校に通う児童・生徒は一番
話しやすい言葉がそれぞれ異なる。日本語で授業内容
を全て伝えきることは難しいこともあると感じた。そ
の中で、教師が説明するのではなく、子ども同士で話
し合って考える時間を作ることで、子どもたちの理解
が深まるように感じた。日本語の能力を高めることも
もちろん重要な課題だと考えるが、同時に内容理解の
ためには、子どもたちと協力して、それぞれの子ども
がより理解しやすい言葉を使う授業をすることも求め
られているように感じた。
　また日本人学校に勤務されていらっしゃる先生方を
見て、自分の専門教科に限らず教えていらっしゃった
ことも印象に残っている。どの教科でも教えることが
できるような知識と力を、私自身も身に付けたいと感
じた。またその力を活かして、教科同士のつながりも
意識して授業を構成できるようになりたいと思った。
　これらの学びから学部４年の現段階では、教科・科
目にとらわれず、自らの知識と教養を高めるべく、幅
広く学びを深めている。またこのインターンシップを
通して、海外の教育と日本の教育のそれぞれの良さを
組み合わせた授業を構成・実践できるようになりたい
と考え、現在はインドネシア教育大学に留学してい
る。私は本インターンシップを機に、自分自身の視野
表３．バンドン日本人学校における時間割表
写真３．バンドン日本人学校における授業風景
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が大きく広がったと感じている。これから１年間の留
学（2019年９月～2020年８月）を通してインドネシア
と日本の家庭科教育を比較し、よりグローバルで共に
生きることを実感できる授業を行うことができるよう
になりたい。また、日本語を母語としない子どもが感
じることになる言語の壁を、できる限り低くする工夫
を考える意識を持つことができたのも大きな収穫だっ
たように感じている。今後はさらに学びを深め、日本
の学校をよりグローバルで、子どもたちが共に生きる
ことを学べる場にしていきたい。
（５）現地の授業の参観を通して
　インドネシア教育大学附属小学校にて小学４年生の
授業を参観した。この参観を通して、教科を融合して
いくことの面白さを感じた。社会科と総合学習の職業
に関することが融合する内容だったが、教科の枠が広
いことから子どもたちが自由に考えている様子を見る
ことができた。子どもたちの考えを活かしながら、教
科の枠を感じさせない授業にも挑戦してみたいと思っ
た。
 （板倉菜美子）
５．在外インターンシップと在外教育実習
　平成30年４月、参考資料５の「群馬大学教育学部海
外インターンシップについて」を掲載して以来、日本
人学校におけるインターンシップに関する問い合わせ
が教育系大学あるいは他大学教育学部から数多くあ
る。これは教育系大学・教育学部においてグローバル
化推進を企画検討している中での照会と推測出来る。
文部科学省からもこの案件に関し、問い合わせがあっ
た。制度改正の行なわれた「在外教育施設での教育実
習」のその動機付けや目的は、５年前に本学部で掲げ
たものと合致するものであった。
　文部科学省の勧める在外教育施設における教育実習
においては、次の（ａ）、（ｂ）が課されている。
（ａ）大学は実習校との間で締結した協定の内容をあ
らかじめ文部科学省に報告する。
（ｂ）教育実習実施計画書を提出する。
　群馬大学教育学部の在外教育施設での実習と関連す
る現状として、次の３つがあげられる。
１．日本人学校等在外教育施設での教育実習を今年度
から本学教育学部で単位化（２単位）した。（た
だし、現行のカリキュラムの中では、教員免許と
は関係がなく、大学卒業に必要な単位の中に位置
づけられている。）
２．本学教育学部とヤンゴン日本人学校との教育実習
およびインターンシップに係る協定書を2019年８
月に締結した。釜山日本人学校との協定書も今年
度中に締結予定である。
３．ヤンゴン日本人学校、釜山日本人学校、バンドン日
本人学校、ハノイ日本人学校の４校におけるイン
ターンシップ（約２週間）を継続、実施している。
　本学部の課題として文部科学省が勧める「在外教育
施設での教育実習を教員免許取得に必要な教育実習に
関する最低修得単位（５単位）に位置づける」ために
は、本学教育学部内での教育実習の体制の改革が必要
となる。
　令和２年度に向けて協定書を作成した日本人学校で
の教育実習の実施を計画する予定である。
６．おわりに
　在外日本人学校において、インターンシップや教育
実習を行うにあたり、当該日本人学校の理解が得られ
なければ全く進まない。在外でのインターンシップの
許可を得るだけでも困難を有するが、校長先生が２
年もしくは３年で変わると、継続の許可が改めて必要
となる。さらに、上記（ａ）の協定書の作成に関して
は、当該在外教育施設との調整に多くの時間、労力お
よび経費を必要とする。教育実習を行えるほど日本人
学校には、人手がないと指摘されるケースもある。そ
してこれも本質的であるが、本学部内でも在外教育施
設での教育実習を行うことの教職員の理解、担当者の
育成も必要である。学外からの問い合わせも多いこと
からコンソーシアムを形成し、負担を軽減しながら、
全国の教育系大学、教育学部に実施拡大することも検
討できるのではないだろうか。
　今年度も、ヤンゴン日本人学校、釜山日本人学校、
バンドン日本人学校、ハノイ日本人学校の４校におい
てインターンシップ（約２週間）を実施させていただ
く。機会を与えていただいている校長先生、教職員の
皆様及び学校関係者の方々には、幾重にも感謝の意を
表したい。
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　日本人学校の教員の確保が難しいとも聞く。しかし
ながら、たとえば４年次学部生が、在外教育施設プレ
派遣教師【参考資料７、８】に合格し、さらに教員採
用試験に合格した場合、派遣教師を選択しても、採用
試験に合格した都道府県で、２年間採用期日を延長で
きる制度を設けてはいかがだろうか。現行の制度とは
異なるが、優秀な学生が在外での教育施設で教壇に立
ち、さらに研鑽を積む機会が増えるのではないかと期
待できる。現行では、ともに合格した場合、一方を選
択するともう一方をあきらめなくてはいけない。この
提案は、教員採用試験と大学院進学試験をともに合格
した場合、多くの都道府県で行われている採用候補者
名簿登載期間の２年間延長の特例措置【参考資料９】
と類似の案である。各都道府県の教育委員会の承諾が
必要となるが、これまでの実績から、例えば群馬県が
その嚆矢となることを期待したい。
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